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イクロ波によるプラズマ診断が困難になってきた｡我々は,それに代わるものとしてサブミリ

波による散乱計測装置を開発してきた｡

サブミリ波によるプラズマ診断の特徴は,(i)プラズマを乱さずに測定ができるOi)ビームの広

がりが小さく分解能にすぐれている,マイクロ波に比べて波長が短かいので輔)プラズマの密度

の不均一性による屈折の効果が小さいqt)プラズマ密度によるカットオフ (890GHzに対して nc
=1016cm~3) の心配がない,等の利点を持つ o

サブミリ波散乱計測装置は,サブミリ波源であるHCN-レーザーと,サブミリ波検出器か

ら構成される｡HCNレーザーは,放電励起型で発振周波数 890GHz(波長 1-337pm)で

連続出力20nlW,最大80mWの発振が可能である｡サブミリ波の検出器には,試作したショッ

トキーバリアーダイオー ドを用いたが,これは遠赤外領域で使用される他の検出器に比べて応

等時間が早い,常温で使用できる,小型である等の特徴を持っ｡この検出器の890(井iz帯での

性能は,ビデオ感度 γ- 170V舟 ,ミキサーとしての等価雑音温度 TM～～3万度,変換損失Lc～～

20dBであった｡

この散乱計測装置を使って, トカマク装置WT-2において ドリフ ト波によると思われる低

周波の密度揺動が観測され,周波数スペクトラム,波数スペクトラム,空間分布等が得られた｡

また,プラズマにロア-ノ､イブリッド波を印加してRF駆動電流が流れた時に,散乱角の違い

によって密度揺動の周波数スペクトラムが異なる結果が得られた｡

15. NaN02の光スペクトルの微細構造

- アイソトープ線 ･NO言不純物線およびその共鳴効果 一

山 中 計

NaN02は低温における吸収および発光スペクトルにyZ間隔の鋭い vibronic線シリーズを示

す (リ2:NOZの変角振動)o一重項発光 (lBIJ Al)の ny2 vibronic線に附随するサイ

ドバンドにはα,♂,γと呼ばれるアイソトープ線と原因不明の5本の発光線 (A,B,C,D,E

)が観測される｡

我々は,α,P,γのアイソトープ線シリーズの位置をn- Oまで外挿すると,正常NO12の

zero-phonon線の位置に一致せず,4-8cm11ほど高エネルギー側にずれることを見出した｡

色素 1aserを用いて,この zero･phonon線近傍を励起すると,アイソトープ線は外挿位置にお

ける励起で著 しい増大を示す｡これらのことから,zero-phonon線のアイソトープシフトが確

認された｡さらに,NO;の基準振動数の計算結果から, このシフトがNO;の零点振動の差に
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よってひきおこされるものであると説明できた｡

次に,我々は未同定の5本の発光線がNO;を dopeした結晶において e血anceされ るこ

とを見出した｡一方,一重項吸収においてもzero-phonon線近傍に原因不明の十教本の鋭い吸

収線が観測されるが,やはりN03を dopeした結晶において enhanceされることを確認した｡

未同定の発光線シリーズの位置をn - Oまで外挿すると,上記の不純物吸収線の位置に一致し,

その位置で励起 をおこなうと,対応する発光線 (A,B,C,D,E)が強く enl1anCe され るこ

とを見出した｡さらに, KBrpelletを用いた赤外吸収法により,NaNO2結晶中に含まれ る

NO3不純物の濃度を定量 した結果,不純物吸収線の強度はNO;濃度にほぼ比例することがわ

かった｡これらの事実から,5本の発光線 (A,B,C,D,E)および zero-phonon線付近の吸

収線の origin は,N03による摂動を受けたN02の lAl← lBl遷移によるものであると解釈で

きる｡
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1.電子顕微鏡によるシリコンの格子欠陥の研究

2･キューバ鉱 (Cu-Fe2S3)高圧相転移のその場観察

3.積層二次元格子磁性体の研究

- ステアリン酸マンガン崩壊膜の磁化 -

4.積層二次元格子磁性体の研究

一 積層系 ･混晶系 -

5. 2H型遷移金属カルコゲナイ ドの格子振動

6.メスバウア-分光を用いた.Fe-Pd合金の相転移の研究

7･ 2次元Heisenberg反強磁性体Mn(HCOO)2･2D20

及びZnランダム希釈系の磁性

8.磁場下での不純物中間濃度域 Geの遠赤外分光

9. Si中のD~状態

10.強い相互作用と弱い相互作用が交替 している系の磁性

ll.遠赤外 レーザーによるP型ゲルマニウムの吸収スペクトル

の測定とレーザー装置の改良
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